
































山 本 真 紀＊
A study of the practice and educational effects of active learning









































































いずれも 1年生開講の基礎科目であるが、科目 A と


































































































































































































































































































































化・多様性」の割合が最も高く、科目 A で約 47％、科
目 B では約 48％、科目 C では約 54％であった。概ね
半数の受講生が、自分とは異なる意見から妥当な内容を
抽出して自分の意見を再構築する作業を行えたという結
果になった。「意見の合理的変更」は科目 A が約 10％、
科目 C が約 4％見られ、自他の意見を客観的に捉えら
れていた。「妥当性の比較検討」は科目 A で約 29％、

































































































































































































































教員の指導力向上が課題」産経新聞，2015 https : //www.
sankei.com/life/news/150825/lif1508250020-n1.html（2019年
5月 22日取得）
８）Osborn, A. F.,“Applied imagination ; principles and proce-
dures of creative thinking”, New York, Scribner, 1953, pp.1-
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